
1 

 

授業づくりシート作成に当たって 

 

このシートは，領域・教科を合わせた指導の授業の担当者で，授業の計画について話し合う時に

使用するものです。 

 

領域・教科を合わせた指導は，児童生徒の実態に応じて目標や内容を設定し，授業を行うことに

なります。領域・教科を合わせた指導が，児童生徒にとってよりよい授業とすることは，担当者の

重要な責務となります。 

 

そこで，領域・教科を合わせた指導をよりよい授業にしていくためには，授業の計画の段階で共

に授業を行う担当者で話し合い，共通理解することが必要です。 

 

授業づくりシートは，そのための手段として活用するものであり，授業の主担当者による提案で

授業を行う教師が集まり，改善や共通理解を行うために，必要な次頁以降の九つの内容で構成され

ています。 

 

この授業作りシート作成に当たっては、別冊の領域・教科を合わせた指導の充実のための資料「理

解編」を参考にしてください。この「理解編」は、領域・教科を合わせた指導を充実するための視

点について，より具体的な内容から説明していますので，理解を深めることができ，授業に取り入

れることができます。 

  

計画が〃児童生徒
の実態に合っている
かについて意見を交
換し〃改善していき
ます。 

授業を実施するに当
たって児童生徒のでき
る状況が提供できるよ
うになっているか〃話し
合い〃共通理解を計って
いきます。 
必要があれば場面ご

とにシートを増やし記
入していきます。 
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領域・教科を合わせた指導は〃内容を児童生徒の実態に応じ

て教師が設定します。そのため〃教科別の授業のように「この

学年では〃△△の単元で〃□□の勉強をする」と決まったもの

がありません。そこで〃どんな学習なのかを名前を聞いただけ

で分かるように簡潔明瞭に単元名を表すことが大切です。 

児童生徒は、どんな活動か分かることで〃学習を楽しみにし

たり〃やってみたいとわくわくしたり〃どんな活動を行うのか

見通しがもてたりします。そのことで意欲が増し〃進んで活動

することにつながります。 

   単元名を決めるに当たって大切なことを以下に示します。 

 

 

 聞いて分かる言葉で 

 言いやすい言葉で 

 活動内容がイメージできる言葉で 

 年齢相応の表現で 

年齢相応の表現で 

中学部１年生の作業学習で

「金づちトントンをしよ

う」では〃年齢的に幼いイ

メージがあります。 

「花台作り」 

「金づちで作ろう」 

などとすることで年齢相応

の単元名になります。 

言いやすい言葉で 

「岩手県立博物館に恐竜を

見に行こう」という単元名の

学習。毎日学習していくうち

に子ども達は〃この学習のこ

とを「“恐竜を見に行こう”

の勉強やろうよ」と言うよう

になりました。児童生徒が学

習内容をイメージできるよ

うにしながらも〃言いやすい

名前にすることが大切です。

児童生徒が〃単元名をきめて

もいいでしょう。 

イメージできる言葉で 

「校外学習に行こう」では〃

どんな活動をするのかイメ

ージがもてません。そこで 

「電車に乗ろう」 

「ボウリングに行こう」 

「レストランに行こう」 

などとすることでイメージ

がもちやすくなります。 

具 体 例 

関連して 

単元名を決める前に学習内容を設定するという大切

な作業があります。 

年間指導計画を弾力的に運用しながら〃児童生徒の興

味・関心や生活を充実させるために必要な学習内容を設

定していきます。 

このことは〃「理解編」の p３〃p6〃p30を参考にして

ください。そして〃取り組む活動に興味・関心をふくら

ませることができるような単元名とすることで〃児童生

徒が進んで活動に取り組むことができるようにしまし

ょう。 

 

１ 単元名を決める 

このページの
手順は，「授業づ
くりシート」の赤
い枠で囲まれた
欄に記入します。 
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授業の目標とは〃集団全体としての目標を設定していきます。

この授業の目標は〃生活年齢にあったものを設定していきます。

それぞれの学年で授業の目標が生活年齢を意識し年齢相応に設定

されることで前の学年や次の学年と目標が自然につながります。

そして〃卒業後の自立した社会生活へとつなげていきます。 

 

 授業の目標を設定するに当たって大切なことを以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用の場面を考えた目標 

調理の学習を取り入れた

場合を考えてみましょう。小

学部低学年では〃「お手伝

い」〃「お楽しみ」として実際

の生活の中で活用していく

ことが考えられます。高等部

になると「責任をもって行う

家庭の仕事」〃「就職先での仕

事」ということを考えた目標

にしていく必要があります。 

 同じ調理の学習でも年齢

に応じて活用する場面を想

定し〃目標を具体的に設定す

ることが大切です。 

年齢相応の目標 

 ６年生が新１年生の入学

を祝う会を計画することに

しました。 

この会を成功させるため

には〃一人一人のできる活動

を責任をもって行うことが

必要です。一人の力は小さな

ものですし〃できないことが

多いかもしれません。しか

し〃一人一人のよい面を生か

し取り組んだことで最上級

生としての役割を果たすこ

とができます。そして〃６年

生に求められている役割を

果たすことで年齢相応の気

持ちを育てることができま

す。 

 社会で求められている年齢に相応した目標 

 実際の生活での活用の場面を具体的に考えた目標 

 

２ 授業の目標を設定する 

具 体 例 

関連して 

授業を行う集団は〃児童生徒の知的発達や障がいの

状態は〃一人一人異なります。そこで〃領域・教科を

合わせた指導においては〃授業における集団全体の目

標に基づき〃児童生徒一人一人の実態に応じた個別の

目標を設定することも必要です。年齢に相応した授業

の目標に基づき〃個に応じた指導内容を設定し〃一人

一人のその年齢での課題を達成していきます。 

そこで〃領域・教科を合わせた指導では〃授業の目

標に基づいた個に応じた目標の設定の両方が必要とな

ります。 

このことは〃「理解編」の p9〃p10〃p19を参考にし

てください。特別支援学校では〃個別の教育支援計画

や個別の指導計画を設定し〃児童生徒一人一人に応じ

た指導を行っています。これを活用し〃領域・教科を

合わせた指導の授業の目標や指導内容を児童生徒一人

一人に合わせていくことが必要です。 

 

このページの
手順は，「授業づ
くりシート」の赤
い枠で囲まれた
欄に記入します。 
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日程の計画は〃見通しをもつて学習を進めていけるよう計画を

立てることが大切です。 

特別支援学校の児童生徒は〃初めてのことが苦手だったり〃で

きるようになるのに時間がかかったりします。 

しかし〃毎日〃繰り返して行うことで活動の流れや手順を覚え

ることができると〃落ち着いて活動できます。また〃活動に慣れ〃

定着させることができます。このようにすることで〃自信がもて

積極的に活動に参加できるようになります。 

そこで〃日程の計画を立てる場合は〃活動が定着するために必

要な期間を設定しなければなりません。また〃活動に慣れ〃発展

させるための期間も必要です。 

  以上のことを考慮して日程の計画を立てることによって〃次の

ようなことをねらいます。 

   

 

 

 

 

 

・ 

 

   

 

活動の流れが分かる 

例えば〃A さんは〃木工

班の作業でヤスリがけの担

当になりました。工程表を

作り作業の流れを示し〃そ

の流れに従って継続して取

り組んでいく計画にしたこ

とによりるうちに〃自分の

担当のヤスリがけの次の工

程が分かり〃自分で次の工

程に材料を持って行き,依

頼や報告をするようになり

ました。 

 
 活動の流れが分かり〃見通しをもって取り組む 

 繰り返しの学習により〃知識や技能を定着・向上させる 

 工夫をしたり〃友だちと関わったりする等して〃自分で積

極的に活動する 

自分で積極的に活動する 

例えば〃段ボールのそり

で斜面を滑り降りる遊びの

時間。毎日繰り返し遊んで

いるうちに〃友達と一緒に

乗ったり〃つなげたり〃大

きさを変えたりしながら〃

自分たちで工夫して遊びを

発展させていくことができ

ました。 

関連して 

日程の計画を〃上記の三つの点に留意しながら立案する

だけでなく〃児童生徒が学校に行くことや学習に取り組む

ことを楽しみにすることができるよう日程表を作成した

り、カレンダーに活動内容を書き込んだりして〃分かりや

すく表示することが大切です。 

日程の計画を設定については〃「理解編」の p４〃p５〃p

７〃p11,p22を参考にしてください。 

繰り返しの学習ができる 

例えば〃ボウリングの単

元ではペットボトルでピン

を作りました。作り方に慣

れてくるとシールの貼り方

やマジックで模様を描くこ

とが上手になりました。 

このページの
手順は，「授業づ
くりシート」の赤
い枠で囲まれた
欄に記入します。 

 

具 体 例 
３ 日程の計画を立てる 

日程の計画とは〃教師だけでなく〃児童生徒が見通しをもっ

て学習を進めていくことができるように立てることが大切で

す。 

特別支援学校の児童生徒は〃初めてのことが苦手だったり〃

できるようになるのに時間がかかったりする場合があります。 

しかし〃毎日〃繰り返して行うことで〃活動の流れや手順を

覚えることができ〃落ち着いて活動できるようになります。ま

た〃活動に慣れることで〃定着することにもつながり〃自信を

もち〃積極的に活動に参加できるようになります。したがって〃

日程の計画を立てる場合は〃活動が定着するために必要な期間

を設定しなければなりません。また〃活動に慣れ〃発展させる

ための期間も必要です。 

  日程計画を立てるに当たって大切なことを以下に示します。 

 

活動の流れが分かる 

 

繰り返しの学習ができる 

 

自分で積極的に活動する 
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活動の流れは〃分かりやすい活動の流れにすることと内容の吟味

をすることが大切です。 

特に見通しをもって活動できることを重視すると〃一つの単元期

間中に何度も活動の流れが変わらないように計画することが大切

です。 

領域・教科を合わせた指導は〃生活の一連の流れの中で学習活動

を進めるため〃たくさんの内容を盛り込んでしまいがちです。しか

し〃何を学習の中心にするかを決め〃学習内容を精選していくこと

が必要です。 

そして〃活動がスムーズに運ぶように活動の流れや取り組む時間

配分などを考えます。 

また〃授業の流れは〃児童生徒が進んで活動に取り組めるかに大

きく左右します。同じ流れで継続することで〃教師の指示や助けが

なくとも自分で動けるようになっていきます。活動内容と流れを決

める際は〃次のような工夫をする必要があります。 

 活動の流れと内容を決めるに当たって大切なことを以下に示します。 

   中心とする活動を決め内容の精選をする。 

 活動がスムーズに運ぶように活動の組み合わせや取り

組む時間配分などを考える。 

活動の組み合わせの工夫 

例えば〃作業は 15 分が限界

という生徒。そこで〃作業後す

ぐに自分の作った製品を販売

するために出かけるようにし

たら〃集中して活動する時間が

増えました。また〃もっとたく

さん作って販売に出かけたい

と作業への目標を自分で設定

するようにもなりました。 

 

見通し 

毎日流れを同じにし〃取り

組んでいったとき〃数日後に

は〃教師の声がけや指示がな

くとも次の活動の準備をする

ことができるようになってい

きました。活動内容と流れを

繰り返すことで〃次に何をす

るか見通しがもてるようにな

っていきました。 

内容の精選 

宿泊学習での当日の活動を

考えるとそれまでの事前学習

で行いたいことはたくさんあ

ります。洗面〃風呂〃食事〃キ

ャンプファイヤー〃布団の上げ

下ろし・・・ 

この中から〃キャンプファイ

ヤーと宿泊学習のしおり作り

を中心となる活動内容としま

した。当日は〃事前に準備や練

習をしたキャンプファイヤー

が盛り上がりました。活動の見

通しは自分で作成したしおり

を利用しました。 

具 体 例 

関連して 

単元から考えられる活動は様々あります。それを全て盛

り込もうとすると活動が多くなりすぎて〃学習に見通しが

もちにくいものとなってしまいます。 

 

 そこで〃学習に見通しをもてるよう〃活動内容を把握し〃

児童生徒に合った活動することが大切です。このことは〃

「理解編」の p６〃p11〃p12〃p16〃p21〃p22〃p30 を参考

にしてください。 

４ 活動内容と流れを決める 

  

このページの
手順は，「授業づ
くりシート」の赤
い枠で囲まれた
欄に記入します。 
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児童生徒が〃自分に必要な活動の手がかりをもとに自分で活動

できる力を最大限に引き出すことが大切です。そのためには〃以

下のような事項において授業で必要な支援を考えることができま

す。 

① 道具・教材の配置 

② 個別的な環境支援„場の設定‟ 

③ 個別に必要な教材・教具〃補助具 

④ 個に応じた教師の関わり 

  この支援が〃効果的に行われるためには〃実際の授業を想定し

ながら設定していくことが大切です。そのためには〃配置図を基

に想定していくことが有効になります。 

物や人の配置図を書くに当たって大切なことを以下に示しまし

た。 

 

的に様々な支援を受けて活動する配置図は〃置図の中に 

 

 

 

  

教師の役割 

使う順番に道具を並べる

ことで〃その順番を手がかり

にして〃教師が近くにいなく

ても自分で活動を進められ

るようになることがありま

す。すると〃一人でできたこ

とで達成感が高まることに

つながります。 

 教師は〃児童生徒の活動が

見える位置で必要な時に必

要な支援を提供することが

大切です。 

 

 分かって動きやすく自然な活動となる物の配置(机〃教

材・教具など) 

 活動しやすい動線„児童生徒〃教師‟ 

 教師の位置と役割分担 

動線の工夫 

例えば〃机の向きや物の置

き場所を変えただけで〃活動

中に人と人がぶつからずにす

むようになります。また〃最

短距離での移動ができる配置

をすることにより〃作業の効

率があがったり〃一定方向に

進むルールを作ることでスム

ーズな活動につながったりし

ます。配置図上で実際の授業

をイメージしながら計画して

いくことで〃授業がスムーズ

になっていきます。 

具 体 例 

関連して 

配置図は〃授業に１枚あればいいというものではありま

せん。授業中に効率的に活動するために何度か道具や教材

を置き換えたりすることがあるからです。必要があればそ

の時々の配置図を書き〃教師間で環境についての共通理解

を図る必要があります。このことは〃「理解編」の p23〃p24〃

p31を参考にしてください。 

 

５ 物や人の配置図を書く 

このページの
手順は，「授業づ
くりシート」の赤
い枠で囲まれた
欄に記入します。 

 

どこにあるか分かる 

例えば〃教材などについ

て〃どこに何があるか分かる

と自分で取りに行くことが

できます。 

必要最小限の物でどこに

何があるか全体を見通せる

配置にすると〃どこに行けば

よいか分かり〃自分から活動

できるようになります。 
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道具や教材・教具等の配置は〃児童生徒が把握しやすいように

しておくことが大切です。そうすることで〃自分で活動する手が

かりを見つけることができます。 

ここで注意しなければならないことは〃取りに行くまでに〃別

のことが気になってしまったり〃いっても自分で取り出せなかっ

たりすることで〃活動が滞ってしまわないようにすることです。 

  道具や教材・教具等を配置するに当たって大切なことを以下に

示しました。 

 

 

 

 

 

  

 どこに何があるか分かる 

 どこで何をするか分かる 

 移動を遮るものをなくす 

 使いやすく効率よく配置する工夫をして

いるか„取り出しやすさ〃整理整頓など‟ 

 

 

具 体 例 

関連して 

児童生徒が活動するためには〃活動にあったスペース

が必要です。狭すぎても広すぎてもいけません。また〃

道具や教材は〃必要最小限にしていくことが大切です。

また〃普段から教室の整理をし〃どこに何を置いてある

のか分かりやすく提示することも大切です。このことは〃

「理解編」の p７〃p23〃p24を参考にしてください。 

６ 道具や教材・教具等を配置する 

このページの
手順は，「授業づ
くりシート」の赤
い枠で囲まれた
欄に記入します。 

 

効率よく配置する 

例えば、ピザ作りでの活動

で〃長テーブルに置かれた材

料を順番に取って〃生地に乗

せていくことでピザが完成す

るようにしました。配置の工

夫で〃一人でできる活動にな

りました。 

配置の工夫 

使いたい道具を取りに行く

途中で友達がやっている活動

が気になって〃取りに行くこ

とを忘れてしまうこともあり

ます。移動する途中に妨げに

なる刺激はないように配置す

ることが大切です。 

どこで何をするか分かる 

リレー競争をしたときのこ

と。走り終わったらいつも座

るときに使っているブルーシ

ートに座るようにすることで

走り終わったら座るという活

動がスムーズになりました。

きました。 

どこに何があるか分かる 

引き出しに何が入っている

か〃絵や写真で提示すると分

かりやすくなります。 

材料を入れる箱などは〃床

に置くより〃テーブルに置い

た方がよく見え〃分かります。 

移動を遮らない 

必要な物を取りに行く人と

できあがった物を持って来た

人等他の人とぶつからないよ

うに〃どこに何を置くか〃机

の配置や床のラインなどの工

夫が大切です。 
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道具や教材・教具等の配置を適切に行うことだけでは〃十分に

活動に参加できない児童生徒もいます。その場合は〃個別に環境

を整え〃支援をさらにきめ細かなものに行うことが必要になりま

す。 

児童生徒は〃場所を提示したり〃活動の流れが示されたりして

もそれを自分の活動に必要な支援と分かるためには〃使い方を理

解し〃自分にとって必要なことだと解することが必要です。 

そのためには〃どのようにするか児童生徒が分かるような手が

かりを工夫していくことが大切です。そして〃教師は〃有効な支

援にするために以下のように配慮することが必要です。 

個別に必要な環境の支援を考えるに当たって大切なことを以下

に示します。 

 

 

 

 

   

 

手がかりの意味が分かる 

できた物を並べるとき〃印

を付けた上に物を並べるこ

とにしました。印の上に置く

ことを教師と何回か繰り返

すことで〃児童生徒も印の意

味が分かり〃それを手がかり

にして一人で取り組めるよ

うになりました。 

手がかりを活用する（悪い例） 

活動の流れを個人のスケジ

ュールボードに提示している

のに〃教師がスケジュールボ

ードを示し〃「次はこれをやる

のよ」と声をかけています。

これでは〃スケジュールボー

ドが手がかりにはならず〃教

師の声がけが手がかりになっ

てしまっています。 

手がかりを活用する（良い例） 

同じ活動をする場合でも一人

一人に分かる手がかりを示す

ことが大切です。活動の手順

を分かる支援の例です。 

・Ａさんは〃文字が読め〃ス

ケジュールカードを理解す

ることができます。そこで〃

活動の順番を示した手順表

を使用して作業を進めまし

た。 

・Ｂさんは〃数字が分かるの

で活動の順番を数字と写真

で提示しました。 

・Ｃさんは〃棚の上から下へ

順番にとって作業をすすめ

ることができるので活動の

順番にとれるように上から

順に棚に教材を入れまし

た。 

 手がかりに気付かせること 

 手がかりを基に確認しながら活動するよう促すこと 

具 体 例 

関連して 

個に必要な環境の支援を提供するためには〃その子が

できる力を把握しておく必要があります。印が分かるか〃

数字で書かれた順番が分かるか〃上から順にとれるかな

ど〃手がかりとして提示し理解できるものは何か一人一

人の実態を知っておくことが必要です。 

このことは〃「理解編」の p ７〃p12〃p23〃p24, p 31 

を参考にしてください。 

 

７ 個別に必要な環境の支援を考える 

このページの
手順は，「授業づ
くりシート」の赤
い枠で囲まれた
欄に記入します。 
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補助具とは〃心身機能・身体構造上の理由などから〃日常生活

で困難を来している動作を〃可能な限り自分自身で容易に行える

ように補助するために特別に工夫された道具のことです。 

児童生徒の活動を充実するためには〃教材・教具〃補助具によ

り〃個別に児童生徒の技能を補うことが大切です。 

児童生徒の実態に合わせて活用することで〃活動の集中や意欲

を高め〃充実した取組にすることができます。 

この個に応じた教材・教具〃補助具は〃本人が自分で使いこな

せることが大切です。個別に必要な教材・教具〃補助具を考える

ことで〃以下のような効果を発揮することが必要です。 

 

 

 

  

 

参加を可能にする 

言葉が不明瞭な子が〃進行

係をしました。言葉を補うた

めにめくることができる次

第を使うことで〃不明瞭な言

葉を補うことができ〃立派に

進行係を務めました。 

自信につながる 

木工の作業で切断機にカバ

ーを取り付けたり〃ガイドを使

用し材料がずれないようにし

たりすることで〃生徒だけでも

安全に使用することができる

ようになりました。教師が離れ

て見守ることで〃自分の仕事と

して責任を持ち〃取り組むこと

ができました。 

習熟度を上げる 

お皿に焼きそばを盛る係

をする時〃菜箸をトングに変

えると〃こぼさず早く盛りつ

けることができるようにな

りました。その後〃係の活動

を楽しみながら取り組むよ

うになりました。 

喚起する 

教師に手を添えられて行っ

ていた色ぬり。すぐに飽きて

しまい〃見ている日が続きま

した。しかし〃筆の柄を改良

して自分で持てるようにし〃

塗る場所は〃はみ出していけ

ないところをテープで覆った

ところ〃最後までみんなと一

緒に活動することができまし

た。 

具 体 例 

関連して 

教師の支援は〃必要最小限にすることが大切です。そ

こで〃普段から児童生徒自身で取り組む習慣や気持ちを

育てておくことが大切です。そのような気持ちがあって

こそ〃教材・教具〃補助具を有効に活用することができ

ます。 

このことは〃「理解編」の p７,p22〃p24〃p30 を参考に

してください。 

８ 個別に必要な教材・教具，補助具を考える 

このページの
手順は，「授業づ
くりシート」の赤
い枠で囲まれた
欄に記入します。 

 

 様々な活動への参加を可能にする。 

 完成度や習熟度を上げる。 

 定着を図る。 

 自信につなげる。 

 意欲をもてます。 
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領域・教科を合わせた指導では〃多くの特別支援学校の場合複

数の教師が一緒に授業に取り組みます。そこで〃教師の役割分担

を適切に効果的にすることが大切になります。 

教師の授業での役割は〃様々あります。活動内容や児童生徒の

実態に応じながら役割分担を行い〃それぞれが共通理解して授業

を行うことが大切です。そのためにも〃どのような目標でどのよ

うな支援を行うのかについて〃このような役割を基に話し合って

おくことが必要です。 

授業における教師の役割を以下に示します。 

 

 

 

 

 

  

 

手本になる 

グランド整備でのことで

す。一生懸命砂まきをしてい

る教師の様子を見て〃生徒も

一緒に一生懸命〃砂まきに取

り組み始めました。教師の働

く姿は〃生徒の身近なモデル

になります。 

見守る（待つ） 

どうしても活動に付きっき

りになりがちな児童生徒がい

ます。でも〃ちょっと距離を

取り〃全身が見える位置まで

離れてみたら〃落としたもの

を自分で拾ったり〃ズックを

自分で脱ごうと足を一生懸命

動かしたりしていました。 

少し離れて見ることで〃支

援内容や方法を見直すことに

つながります。 

間を取る 

材料が足りなくなったと

き〃教師が準備してあげたり〃

一緒に取りに行ったりするよ

りは〃「ここにあるよ」と呼ぶ

教師と〃「○○先生のところに

行ってごらん」と活動先へ押

し出してあげる教師の連携

で〃自分で動くことに慣れて

いきます。そのうち〃どこに

あるか分かると先生の声がけ

がなくとも自分で行けるよう

になっていきます。 

 進行や全体へ指示すること 

 児童生徒の手本になること 

 Ｔ１のサポートをすること 

 児童生徒一人一人に合わせたへのサポ

ートをすること 

 グループ別の指導を担当すること 

具 体 例 

関連して 

これまで〃教師と常に一緒に活動していたのでは〃

活動していたとしても〃自分の経験として〃定着して

いかないことがあります。常に教師が隣にいることに

より〃全体の指示を聞こうとする注意が散漫になるこ

ともあります。また〃常に教師が手を添えることによ

り〃自分でやろうとする意欲が薄らいでしまうことに

なりかねません。 

そこで〃教師は〃常につきっきりになるのではなく

児童生徒が何をしたら良いか〃どこに行けばいいか〃

どんなふうにしたらできるのかを分かるように示し〃

自立的に取り組むことができるように支援していくこ

とが大切です。自立的に活動することで〃自分にとっ

て必要な手がかりを自分で探す習慣にもつながりま

す。このことは〃「理解編」の p16〃p20 〃p22 〃p31 を

参考にしてください。 

 

９ 教師の役割分担をする 

このページの
手順は，「授業づ
くりシート」の赤
い枠で囲まれた
欄に記入します。 
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授業づくりシート記入例 

授業づくりシート２ 

授業づくりシート１ 

１　単元名 ２　授業の目標 シート１　　　　　

３　日程計画 ４活動の流れ Ａ Ｂ

日 曜日

7 月
8 火
9 水
10 木
11 金
12 土
13 日
14 月
15 火
16 水
17 木
19 金
20 土 Ｃ Ｄ
21 日
22 月

6

4

5

準備等活動内容 時間 配置図 準備等

1

紙板書
ＶＴＲ
約束カード

3

活動内容 時間 配置図

1

2

5

6

活動内容 時間 配置図 準備等

1 おはなし 10 1

2 しおりづくり(約束）

4

10 2

3 えさやり 20 3

6

3 約束 10 1

4

活動内容 時間 配置図

1 おはなし 10

5

2

1

2 ビデオ 20 　

5

6

4

3

・動物に親しみ、動物を見たり、えさをあげることができる。
・マナーを守って公共の施設を利用することができる。

サファリパークへ行こう

事後指導 Ａ

サファリパークへ

活動内容 流れ

校外学習について知る Ａ

動物について知る・約束の確認 Ｂ

５　配置図 ７　個別に配慮を要する児童生徒 ９　教師の役割分担

８　個別に必要な教材・教具・自助具

６　道具の配置について

・Ｂは、活動が単調になるとパニック状
態になるのでプリントや写真をその都度
Ｔ１に取りに行くようにする
・Ｃは、隣の児童を気にするのでＴ２が
間に入って見えないようにする

Ｔ１は、進行、全体への指示
Ｔ２は、Ａ、Ｂ、Ｃが指名された時、肩
をたたき前に出るよう促す。また，
戻る時は、席がわかるようにいすを
指す。
Ｔ３は、Ｈが指名された時、肩をたた
き前に出るよう促す。また，戻る時
は、席がわかるようにいすを指す。
Ｔ２：Ｃのパニック時に対応をする。
　　　Ｄの移動時の解除をする。

しおりづくり
・Ｄ、Ｇは、手本を見て書き込み
・Ｆは、作成手順表。書く見本は、１ペー
ジごとにＴ１からもらう。
・Ａ，Ｂ，Ｅ，Ｈは、写真を貼り付ける活
動。
　　プリントには文字と写真が印刷され
たものを使用。
　　マッチングさせて貼る。
・Ｃは、プリント

朝の会と同じ体型にいすを持って集合する。
一列目の机を下げ、前のスペースを空ける。
児童が自分で自分の机を移動する。

E

H

G

A BC

D
F

黒板

紙板書

Ｔ１

Ｔ２Ｔ3

材料



12 

 

 


